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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月23日(2009.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）歯列弓の少なくとも一部を含む患者の口腔内表面解剖構造のデジタル表示、（ｉｉ
）潜在的な歯科インプラント受容部位（２）の領域およびそのまわりにおける軟組織厚さ
の少なくとも点によるデジタル表示、および（ｉｉｉ）潜在的な歯科インプラント受容部
位（２）の二次元の歯科用Ｘ線画像、から歯科インプラント配置のシミュレーションのた
めの個人専用デジタル計画環境を生成する方法であって、
－　デジタル化された口腔内表面解剖構造の歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って潜在
的な歯科インプラント受容部位（２）の二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするステッ
プと、
－　軟組織厚さの少なくとも点によるデジタル表示に基づいて、潜在的な歯科インプラン
ト受容部位（２）で骨の三次元表面模型を構築するステップと、
－　少なくとも患者の口腔内表面解剖構造のデジタル表示、マッピングされた二次元の歯
科用Ｘ線画像、および潜在的な歯科インプラント受容部位における骨の三次元表面模型、
を含む単一のデジタルプロジェクトファイルを生成するステップとを含み、
　前記方法は、歯科用Ｘ線画像（１１）を歯列弓（１）に続く曲面に沿って折り重ねるこ
とにより、前記曲面の少なくとも一部に沿って前記歯科用Ｘ線画像（１１）をマッピング
するステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項２】
　口腔内表面解剖構造のデジタル表示は、可能な歯科インプラント受容部位（２）のため
に調べられ、および／または、
　口腔内表面解剖構造のデジタル表示は、上顎（１２）および／または下顎（１３）の歯
列弓（１）全体用であり、および／または、
　口腔内表面解剖構造のデジタル表示は患者の口の表面スキャンであり、および／または
、
　口腔内表面解剖構造のデジタル表示は上顎（１２）および／または下顎（１３）の印象
から得られ、この印象は口腔内表面の空間座標をデジタル的に捕捉するよう使用され、お
よび／または、
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　軟組織（７）のデジタル表示はエキスパートシステムからの統計的情報を介して得られ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　軟組織（７）は厚さがあり、軟組織（７）のデジタル表示は軟組織厚さの局所的な測定
によって得られる、または軟組織（７）の厚さの局所的な測定は超音波測定で得られる、
または、
　軟組織（７）の厚さの局所的な測定はデプスゲージの使用により得られる、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　デプスゲージは少なくとも１つの皮下注射針（５）を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って歯科用Ｘ線画像をマッピングするステップは、
歯科用Ｘ線画像および口腔内表面解剖構造に対応点を示すステップを含む、または、
　歯列弓（１１）の少なくとも一部に沿って歯科用Ｘ線画像をマッピングするステップは
、Ｘ線画像を不均一に伸張するステップを含む、または、
　歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って歯科用Ｘ線画像をマッピングするステップは、
患者の根尖－歯冠方向におけるＸ線画像の線形の拡大縮小を含む、または、
　歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って歯科用Ｘ線画像をマッピングするステップは、
水平方向におけるＸ線画像の非線形の拡大縮小を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　潜在的な歯科インプラント受容部位（２）における骨の三次元表面模型を構築するステ
ップは、顎骨に向かう方向において軟組織厚さを内向きにオフセットすることにより行な
われる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前のステップで得られた情報を含む単一のデジタルプロジェクトファイルを生成するス
テップは、ディスプレイスクリーン上で視覚化することができる単一のデジタルプロジェ
クトにおいて、得られたデジタル情報を組合わせることにより行なわれる、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　デジタルプロジェクトファイルをインプラント計画ソフトウェアにインポートするステ
ップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　歯科インプラント配置のシミュレーションのためのシミュレーション装置に関連した計
算装置上で実行されると、請求項１に記載される方法を実行する、コンピュータプログラ
ム製品。
【請求項１０】
　請求項９のコンピュータプログラム製品を格納する機械読取可能なデータ記憶装置。
【請求項１１】
　ローカルエリアまたはワイドエリア電気通信網を介する、請求項９のコンピュータプロ
グラム製品の送信方法。
【請求項１２】
　歯列弓の少なくとも一部を含む患者の口腔内表面解剖構造のデジタル表示、潜在的な歯
科インプラント受容部位（２）の領域およびそのまわりにおける軟組織厚さの少なくとも
点によるデジタル表示、および潜在的な歯科インプラント受容部位（２）の二次元の歯科
用Ｘ線画像、から歯科インプラント配置のシミュレーションのための個人専用デジタル計
画環境を生成するためのコンピュータシステムであって、
－　デジタル化された口腔内表面解剖構造の歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って、潜
在的な歯科インプラント受容部位（２）の二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするため
の手段と、
－　軟組織厚さの少なくとも点によるデジタル表示に基づいて、潜在的な歯科インプラン



(3) JP 2009-537190 A5 2009.12.10

ト受容部位（２）で骨の三次元表面模型を構築するための手段と、
－　少なくとも患者の口腔内表面解剖構造のデジタル表示、マッピングされた二次元の歯
科用Ｘ線画像、および潜在的な歯科インプラント受容部位における骨の三次元表面模型を
含む、単一のデジタルプロジェクトファイルを生成するための手段とを含み、
　歯列弓（１）の少なくとも一部に沿って二次元の歯科用Ｘ線画像（１１）をマッピング
するための手段は、歯科用Ｘ線画像（１１）を歯列弓（１）に続く曲面の少なくとも一部
に沿って折り重ねるための手段を含むことを特徴とする、コンピュータシステム。
【請求項１３】
　二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするための手段は、可能な歯科インプラント受容
部位（２）を調べるための手段を含む、または、
　二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするための手段は、患者の口の表面スキャンを行
なうための手段を含む、または、
　二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするための手段は、患者の根尖－歯冠方向におけ
るＸ線画像の線形の拡大縮小を行なうための手段を含む、または、
　二次元の歯科用Ｘ線画像をマッピングするための手段は、水平方向でのＸ線画像の非線
形の拡大縮小を行なうための手段を含む、請求項１２に記載のコンピュータシステム。
【請求項１４】
　軟組織（７）は厚さがあり、潜在的な歯科インプラント受容部位（２）で骨の三次元表
面模型を構築するための手段は、軟組織（７）の厚さの局所的な測定のための手段を含む
、または、
　潜在的な歯科インプラント受容部位（２）で骨の三次元表面模型を構築するための手段
は、骨に向かう方向に軟組織厚さを内向きにオフセットすることを実行するための手段を
含む、請求項１２に記載のコンピュータシステム。
【請求項１５】
　単一のデジタルプロジェクトファイルを生成するための手段は、ディスプレイスクリー
ン上で視覚化することができる単一のデジタルプロジェクトにおいて、得られたデジタル
情報を組合わせるための手段を含む、請求項１２に記載のコンピュータシステム。
【請求項１６】
　デジタルプロジェクトファイルをインプラント計画ソフトウェアにインポートするため
の手段をさらに含む、請求項１２に記載のコンピュータシステム。
【請求項１７】
　歯科インプラント配置のシミュレーションのための個人専用デジタル計画環境を生成す
るための方法であって、
－　患者の口腔内表面解剖構造をデジタル化するステップと、
－　潜在的な歯科インプラント受容部位（２）の領域およびそのまわりにおける軟組織厚
さの少なくとも点によるデジタル表示を生成するステップと、
－　潜在的な歯科インプラント受容部位（２）の二次元の歯科用Ｘ線画像を撮影し、デジ
タル化された口腔内表面解剖構造の歯列弓（１）の少なくとも一部に沿ってこれをマッピ
ングするステップと、
－　軟組織厚さの少なくとも点によるデジタル表示に基づいて、潜在的な歯科インプラン
ト受容部位（２）で骨の三次元表面模型を構築するステップと、
－　前のステップで得られた情報を含む単一のデジタルプロジェクトファイルを生成する
ステップとを含み、
　前記方法は、歯科用Ｘ線画像（１１）を歯列弓（１）に続く曲面に沿って折り重ねるこ
とにより、前記曲面の少なくとも一部に沿って前記歯科用Ｘ線画像（１１）をマッピング
するステップを含むことを特徴とする、方法。
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